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碩
園
先
生
追
悼
録
編
輯
日
誌

九
月
四
日
堂
友
會
幹
事
會
例
會
を
開
（
＇
、
松
山
會
長
岡

田
支
碩
太
田
勘
兵
衛
平
野
得
一
―
―
―
一
一
幹
事
出
席
0

是
よ
り
先
き

「
懐
徳
』
第
二
琥
マ
J

し
て
碩
園
先
生
追
伯
録
を
編
す
る
の
議

あ
り
し
も
、
其
の
資
の
足
ら
ざ
る
に
困
み
し
が
、
幸
に
永
田
名

臀
會
員
よ
り
金
入
拾
闘
の
寄
附
を
仰
ぐ
こ
さ
を
得
、
質
行
に

着
手
す
る
こ
A

…
を
決
す
。

同

入

H

堂
友
會
臨
時
幹
事
會
を
開
く
、
松
山
會
長
岡

田
平
野
太
田
飯
島
溜
三
郎
四
幹
事
堂
友
會
員
野
口
幸
雄
出
席

碩
園
先
生
追
悼
録
を
編
す
る
に
つ
き
、
會
長
の
名
を
以
て
、

東
京
京
都
大
阪
紳
戸
仙
壷
其
他
各
地
に
在
る
先
生
の
故
奮
知

友
諸
氏
に
向
け
、
寄
稿
依
頼
朕
セ
螢
送
す
る
こ
で
を
決
し
、

堂
友
野
口
幸
雄
平
野
中
川
幸
三
小
沼
最
平
今
川
せ
い
五
名
に

依
頼
状
認
方
を
會
長
よ
b
委
嘱
せ
ら
る
。

同
十
五
日
追
悼
録
寄
稿
依
頼
状
を
左
の
諸
氏
に
向
け
登

送
す
。
野
口
會
員
主
マ
J

し
て
認
方
を
撒
嘗
し
、
平
野
中
川
今

川
三
名
之
を
助
く
。

岡
野
敬
次
郎
、
山
之
内
一
次
、
大
久
保
利
武
、
闊
谷
貞

三
郎
、
大
谷
正
男
、
河
内
韓
歳
、
岡
田
正
之
、
市
村
噴

次
郎
、
安
井
小
太
郎
、
島
田
鉤
一
、
瀧
消
一
、
木
鯨
愛

吉
、
光
吉
元
次
郎
、
公
爵
松
方
巖
、
犬
養
毅
、
荒
木
寅

一
二
郎
、
狩
野
直
喜
、
長
尾
甲
、
桑
原
隙
歳
、
高
渕
武
次

郎
、
鈴
木
虎
雄
、
矢
野
仁
一
、
小
川
琢
治
、
小
島
肺
馬
、

神
田
喜
一
郎
、
坂
日
昂
、
櫛
亮
三
郎
、
松
本
文
一
一
一
郎
、

藤
代
禎
輔
、
三
浦
周
行
、
吉
澤
義
則
、
新
村
出
、
田
島

錦
治
、
膵
井
乙
男
、
渡
邊
勝
、
岡
野
養
之
助
、
原
田
棟

一
郎
、
土
届
元
作
、
村
山
龍
平
、
上
野
精
一
、
後
醍
院

正
六
、
愛
甲
策
逹
、
永
田
仁
助
、
今
井
貰
一
、
小
倉
正

恒
、
小
西
勝
一
、
磯
野
惟
秋
、
植
田
政
蔵
、
櫻
井
忠
剛
、

北
里
閑
、
中
井
木
菟
麿
、
大
江
理
三
郎
、
高
原
操
、
池

原
鹿
之
助
、
山
内
貞
郎
、
松
方
幸
次
郎
、
成
田
軍
平
、

武
内
義
雄
、
瀧
川
編
太
郎
、
（
次
第
不
同
）

同
廿
一

H

碩
園
先
生
戟
事
採
訪
の
為
め
、
財
津
講
師
岡

田
野
口
幸
雄
井
上
正
美
平
野
四
堂
友
を
伴
ひ
、
南
河
内
郡
天

見
村
相
宅
宰
蔵
氏
の
古
月
棲
を
訪
ひ
、
先
生
の
遺
墨
を
観
莫

ニー
1

――



し
其
の
軟
事
を
路
(
O

同
廿
二

H

木
崎
愛
吉
氏
玉
稿
恵
寄
、
野
口
幸
雄
浮
寓
゜

同
廿
五

H

左
の
諸
氏
に
向
け
寄
稿
依
頼
状
を
登
送
す
。

認
方
、
野
日
幸
雄
撒
常
す
。

岡
山
源
六
、
置
廉
藤
次
郎
、
田
中
常
憲
、
鈴
木
力
、
藤

澤
章
次
郎
、
田
中
柳
江
、
内
田
周
平
、
幸
田
露
伴
、
榊

原
浩
逸
、
（
次
第
不
同
）

十
月
五
日
北
里
閾
氏
玉
稿
恵
寄
、
野
口
幸
雄
浮
宴
゜

同

九

H

小
西
宗
次
氏
、
平
野
幹
事
の
手
セ
経
て
玉
稿

恵
寄
、
井
上
正
芙
浮
富
0

梅
園
良
正
、
岡
田
壽
一
郎
雨
氏
に

向
け
寄
稿
依
頼
状
登
送
、
平
野
幹
事
認
方
搬
嘗
゜

同
十
六
日
野
口
幸
雄
、
中
川
、
碩
園
先
生
戟
事
採
訪
の

た
め
、
山
内
愚
倦
氏
を
訪
ひ
、
追
憶
談
を
聴
取
す
。

同
十
八
日
小
沼
岡
田
耐
幹
事
の
手
に
依
b
て
、
追
悼
祭

井
告
別
式
紀
事
稿
成
る
。

同
十
九
日
安
井
小
太
郎
氏
玉
稿
恵
寄
、
野
口
幸
雄
浮
寓

同
廿
一
日
磯
野
秋
渚
氏
玉
稿
恵
寄
、
野
口
幸
雄
浮
富
。

同
廿
二
H

河
内
輯
蔵
氏
後
醍
院
良
正
氏
玉
稿
恵
寄
、
原

田
棟
一
郎
氏
よ
り
岡
幸
七
郎
氏
玉
稿
、
小
西
勝
一
氏
よ
り
堀

田
蘇

ILI氏
玉
稿
偵
寄
°
岡
氏
原
稿
、
野
口
幸
雄
浮
窺
、
河
内

氏
原
稿
、
今
川
せ
い
浮
寓
、
堀
田
氏
原
稿
、
井
上
正
美
浮
高
。

岡
田
幹
事
、
成
田
軍
平
氏
所
蔵
碩
園
先
生
書
明
治
天
皇
諫
詞

幅
を
借
出
し
て
堂
に
齋
し
末
る
。

同
廿
一
―
-
H

牧
瀬
祐
紀
氏
西
村
家
よ
り
碩
園
先
生
家
庭
及

十
言
童
詩
嵩
其
を
堂
に
箭
し
末
ら
る
。
土
屋
元
作
氏
玉
稿
恵

寄
、
野
日
幸
雄
淮
宜
゜

同
廿
四
日
懐
徳
堂
に
於
て
追
悼
鎌
挿
入
露
興
を
撮
影
す

先
生
省
像
（
朝
日
新
聞
祉
よ
り
懐
徳
堂
に
寄
贈
せ
ら
れ
し
も

の
）
＋
＝
―
-
童
詩
、
懐
徳
堂
記
念
會
設
立
趣
意
甚
手
稿
（
大
江

理
三
郎
氏
よ
り
懐
徳
堂
に
寄
贈
せ
ら
れ
し
も
の
）
明
治
天
皇

誅
詞
、
浪
華
留
別
詰
五
首
、
城
誌
等
な
り
0

岡
田
幹
事
来
り
て

撮
影
の
事
を
助
(
°
撮
影
了
り
て
後
、
岡
田
幹
事
窃
手
を
伴

ひ
松
ヶ
枝
町
及
阿
部
野
菓
地
に
至
り
、
先
生
奮
邸
井
邸
前
老

松
及
菓
地
を
撮
影
せ
し
む
。

後
醍
院
正
六
氏
玉
稿
恵
寄
，
野
口
幸
雄
浮
寓
。

同
廿
五
日
愛
甲
兼
逹
氏
玉
稿
恵
寄
゜

同
廿
六
H

岡
山
源
六
氏
玉
稿
恵
寄
゜

同
廿
七
日
大
江
素
天
氏
玉
稿
恵
寄
、
井
上
正
芙
浄
高
。

同
廿
九
H

内
田
周
平
氏
よ
り
依
頼
状
に
判
し
返
書
あ
り

今
川
せ
い
浄
寂
゜

一
二
四



同
舟
一
日
中
井
木
菟
麿
氏
玉
稿
恵
寄
。

十
一
月
一
日
河
内
久
彦
氏
末
堂
、
同
郷
人
名
嫡
齋
米
、

其
中
に
就
て
左
の
二
十
入
氏
を
選
び
、
追
悼
録
寄
稿
依
頼
状

を
穀
送
せ
ん
こ
ご
セ
望
ま
る
0

松
山
會
長
よ
り
依
頼
朕
認
方

を
小
招
平
野
雨
幹
事
、
中
川
今
川
せ
い
雨
會
員
に
委
嘱
せ
ら

る。

石
堂
民
次
郎
、
明
生
左
司
馬
、
材
生
俊
助
、
河
内
時
中
、

西
村
時
直
、
西
村
時
成
、
三
原
榮
助
、
橋
本
保
彦
、
肥

後
鐵
1

1

、
日
高
賓
保
、
日
高
寅
容
、
平
山
武
綱
、
平
山

友
賢
、
平
山
武
靖
、
最
上
宏
、
高
餡
能
樹
、
玉
利
七
二
、

中
田
時
患
、
八
板
千
尋
、
八
板
正
二
、
前
田
幸
磨
、
鮫

島
鐵
馬
、
笹
川
滴
尭
、
鮫
島
宗
批
、
弓
削
田
精
一
、
宮

浦
要
、
三
原
榮
吉
、
三
浦
安
能
、
（
次
第
不

OO)

同
二
日
松
方
公
爵
よ
り
依
頼
状
に
到
し
返
書
あ
り
、

野
口
幸
雄
浮
寓
°
田
中
常
憲
氏
よ
り
玉
稿
恵
寄
、
山
本
楢
信
浮

窮
3

藤
塚
書
記
岡
田
山
本
三
名
京
都
狩
野
博
士
邸
を
訪
ひ
、

追
憶
談
を
聴
取
し
、
藤
塚
書
記
筆
記
す
0

内
村
邦
臓
氏
を
訪

ひ
し
も
、
事
あ
り
、
長
尾
甲
氏
を
訪
ひ
し
も
不
在
な
b
き。

同
一
―
-
H

大
谷
正
男
氏
よ
り
依
頼
朕
に
到
し
返
書
あ
り

野
口
幸
雄
浮
宴
。

ニ
ー
五

同

五

H

吉
田
銃
雄
氏
材
生
俊
助
氏
よ
り
玉
稿
恵
寄
、

吉
田
氏
原
稿
、
野
口
幸
雄
山
本
浮
富
。
初
生
氏
原
稿
、
野
口

幸
雄
浄
宜
゜

同
入
日
狩
野
博
士
よ
り
追
憶
談
筆
記
原
稿
Y

竺
訂
正
し

て
返
附
せ
ら
る
。

左
の
舟
二
氏
に
向
け
、
再
び
寄
稿
依
頼
朕
を
登
送
す
0

藤
塚

書
記
小
沼
幹
事
今
川
せ
い
三
名
認
方
を
分
搬
す
。

大
久
保
利
武
、
岡
田
正
之
、
島
田
鉤
一
、
瀧
精
一
、
光

吉
元
次
郎
、
梅
園
良
正
、
幸
田
露
伴
、
榊
原
浩
逸
、
荒

木
寅
三
郎
、
今
井
貰
一
、
小
倉
正
恒
、
植
田
政
賊
、
櫻

井
忠
剛
＂
池
原
鹿
之
助
、
松
方
幸
次
郎
、
成
田
軍
平
、
武

内
義
雄
、
瀧
川
編
太
郎
、
置
礫
藤
四
郎
、
鈴
木
力
、
藤
澤

章
次
郎
、
岡
田
壽
一
郎
、
緒
方
竹
虎
、
弓
削
田
精
一
、
高
節

熊
樹
、
谷
山
初
七
郎
、
打
馬
純
彦
、
長
野
直
彦
、
長
尾
甲
、

田
島
錦
治
、
原
田
棟
一
郎
、
小
西
勝
一
、
（
次
第
不
同
）

同
九
日
瀧
川
亀
太
郎
氏
玉
稿
悪
寄
、
野
口
幸
雄
浮
窃

同
十
二
日
怖
川
滴
発
氏
河
内
久
彦
氏
玉
稿
恵
寄
゜

同
士
二
日
岡
田
壽
一
郎
氏
玉
稿
恵
寄
、
野
口
幸
雄
浮
寓

同
十
四
H

肥
後
鐵
二
氏
玉
稿
恵
奇
、
山
本
浮
邸
゜

同
十
五
日
岡
野
養
之
助
氏
玉
稿
恵
寄
、
井
上
正
美
浮
宴



同
十
八
H

入
板
正
二
氏
玉
稿
恵
寄
、

同
十
九
日
谷
山
初
七
郎
氏
玉
利
七
二
氏
玉
稿
恵
寄
、
玉

利
氏
原
稿
今
川
せ
い
浮
宴
゜

同
二
十
日
有
馬
純
彦
氏
鮫
島
宗
机
氏
絡
方
竹
虎
氏
平
山

武
靖
氏
玉
稿
恵
寄
、
鮫
島
緒
方
雨
氏
原
稿
井
上
正
美
浮
窃
．

平
山
氏
原
稿
野
口
幸
雄
浮
窮
°
在
北
京
吉
田
銃
雄
氏
よ
り
松

浦
嘉
三
郎
氏
玉
稿
偲
寄
゜

同
廿
一
日
今
井
貰
一
氏
玉
稿
恵
寄
。

同
廿
二
日
松
山
會
長
中
川
山
本
雨
名
を
伴
ひ
て
西
村
家

に
至
り
、
碩
園
先
生
の
遺
著
逍
稿
等
を
閲
覧
し
て
．
目
録
を

製
せ
し
む
。

西
村
時
直
氏
韮
稿
恵
寄
、
平
野
浮
高
°
坂
本
静
一
氏
、
財
津

講
師
の
手
を
続
て
玉
稿
恵
寄
、
野
口
幸
雄
浮
窪
°
梅
園
良
正

氏
玉
稿
恵
寄
、
中
川
幸
三
山
内
愚
倦
氏
の
追
憶
談
を
筆
記
浮

書
し
て
提
出
°
財
津
講
帥
玉
稿
恵
寄
゜

永
田
小
倉
雨
名
賽
會
員
、
追
悼
録
印
刷
費
マ
J

し
て
各
金
五
十

闘
を
寄
附
す
る
こ
A
f
J

を
快
諾
せ
ら
る
。

同
廿
三
H

小
沼
幹
事
、
追
悼
祭
井
告
別
式
紀
事
を
浮
窃

し
了
り
提
出
す
。

同
廿
四
H

前
田
幸
麿
氏
玉
稿
恵
寄
、
野
口
幸
雄
浮
葛
゜

同
廿
六
日
藤
澤
章
次
郎
氏
、
葛
城
禰
兵
衛
氏
玉
稿
恵
寄

今
川
せ
い
浮
寂
。

同
廿
七
日
武
内
義
雄
氏
玉
稿
恵
寄
、
今
川
せ
い
浮
寓
゜

同
廿
八
El

在
北
京
吉
田
銃
雄
氏
よ
り
山
口
察
常
氏
の
玉

稿
を
偲
寄
゜

同
廿
九
日
愛
甲
懐
徳
堂
記
念
會
評
議
員
上
野
同
會
理
事

雨
氏
、
追
悼
録
印
刷
費
マ
J

．
し
て
各
金
五
十
同
を
寄
附
す
る
こ

マJ
を
快
諾
せ
ら
る
。

十
二
月
一
日
稲
束
講
師
玉
稿
恵
寄
、

同
二
日
松
山
放
授
玉
稿
恵
寄
0

藤
塚
書
記
野
口
幸
雄

大
朝
祉
に
村
山
祉
長
を
訪
ひ
、
追
憶
談
セ
砲
取
す
。

同
一
一
＿
日
原
田
棟
一
郎
氏
至
稿
恵
奇
、
今
川
せ
い
浄
窃

碩
園
先
生
講
演
「
懐
徳
堂
の
由
来
マ
J

照
末
」
迷
記
中
川
今
川

浮
富
藤
塚
書
記
村
山
祗
長
追
悼
談
迷
記
を
浮
書
し
て
提
出
。

是
よ
り
先
き
、
稲
束
講
師
池
田
太
陽
日
報
祉

Jゞ

約
し
て
追
悼

録
問
刷
の
事
に
営
ら
し
む
。
豫
め
月
の
下
旬
ま
で
に
功
を
竣

る
べ
き
を
約
す
0

是
日
原
稿
一
部
を
送
附
す
。

同

四

H

最
上
宏
氏
玉
稿
恵
寄
°
堂
友
會
幹
事
會
開

會
、
松
山
會
長
小
沼
岡
田
阪
島
太
田
四
幹
事
、
藤
塚
書
記
野

口
幸
雄
井
上
正
美
中
川
幸
＿
―
-
山
本
楢
信
今
川
せ
い
五
堂
友
會

二
一
六



松
山
會
長
マ
J

稲
束
講
師

Jゞ

の
間
に
協
議
せ
ら
れ
た
る
も
の
を

原
案
マ
J

し
て
、
追
悼
鎌
編
輯
印
行
の
事
に
腸
し
協
議
す
る
、
y
J

こ
ろ
あ
り
。

同
五
日
甑
島
幹
事
、
西
村
後
醍
院
雨
家
を
訪
ひ
、
寄

稿
者
諸
氏
の
身
柄
に
闊
し
て
聞
苔
合
す

Jゞ

こ
ろ
あ
り
。

同
六
日
山
本
楢
信
、
先
生
著
述
目
鎌
稿
を
提
出
す
。

野
口
幸
雄
、
先
生
奮
蔵
楚
僻
類
書
目
を
淫
窃
し
「
J

り
て
提
出

す。同
七
日
藤
塚
書
記
山
本
雨
名
、
荒
木
京
部
帝
國
大
學

継
長
を
其
官
邸
に
訪
ひ
、
追
憶
談
を
迎
か
む
こ
マ
J

を
望
み
し

も
、
別
に
語
る
ぺ
き
程
の
材
料
も
な
し
マ
）
て
應
せ
ら
れ
ざ
り

苔
0

木
綺
愛
吉
土
屋
冗
作
雨
氏
原
稿
印
刷
初
校
の
希
望
あ
り

依
り
て
原
稿
印
刷
を
送
附
す
。
野
口
岡
田
平
野
、
追
悼
本
鎌

一
頁
よ
り
十
六
頁
に
至
る
ま
で
の
初
校
を
択
営
す
。
山
本
、

著
述
目
録
セ
津
書
し
了
り
て
提
出
す
。
中
田
氏
よ
り
依
頼
朕

に
到
し
挨
拶
の
返
書
あ
り
。

同

入

H

藤
塚
書
記
慎
徳
堂
眩
講
生
等
追
悼
本
鎌
一
頁

よ
り
十
六
頁
に
至
る
ま
で
再
校
す
、
土
届
氏
よ
り
初
校
返
附

あ
り
0

堂
友
會
員
の
編
せ
る
r
先
生
の
面
影
」
成
る
、
都
の
春

風
水
戸
遊
記
は
井
上
（
正
美
）
之
を
浄
窃
し
、
老
姐
物
語
甲
午

二
I

七

朝
鮮
陣
南
島
偉
功
偵
結
論
は
中
川
幸
三
之
を
浄
貨
す
。

同

九

El

木
綺
氏
よ
り
初
校
返
附
あ
り

同
士
―

-
H

追
悼
本
鎌
十
七
頁
よ
り
四
十
入
頁
に
至
る
ま

で
の
初
校
を
な
す
、
肱
塚
小
沼
今
川
岡
田
野
口
等
芳
を
分
っ
。

同
十
八
日
逍
悼
本
鋒
四
十
九
頁
よ
り
七
十
二
員
に
至
る

ま
で
の
初
校
を
な
す
、
豚
塚
岡
田
呼
日
中
川
山
本
今
川
分
捌

努
を
執
る
。

同
十
九
日
追
悼
本
鎌
七
十
ー
ニ
頁
よ
り
八
十
頁
ま
で
初
校

を
畢
る
、
枠
塚
野
口
事
に
常
る
。
太
陽
日
報
祗
期
限
を
叫
年

正
月
十
五
H
ま
で
延
期
せ
む
こ
こ
を
語
ふ
。

大
正
十
四
年
一
月
十
一

H

追
悼
本
鎌
八
十
一
頁
よ
り
九

十
六
頁
ま
で
初
校
を
畢
る
、
野
日
校
正
の
努
を
執
る
。

同
十
五
H

追
悼
本
録
九
十
七
頁
よ
り
百
十
二
頁
ま
で
の
―

初
校
セ
畢
る
、
藤
塚
曹
記
努
を
執
る
。
太
陽
B
報
祉
更
に
期

限
を
一
月
月
底
ま
で
延
期
せ
む
こ
A
r
J

を
請
ふ
。

同
二
十

H

野
日
平
野
雨
人

rn十
三
頁
よ
り

fi
四
十
四
頁

ま
で
の
初
校
を
な
す
。

同
廿
一

H

藤
塚
書
記
平
野
野
口
今
川
fi
四
十
五
頁
よ
り

li七
十
六
頁
に
至
る
ま
で
の
初
校
を
な
す
。

同
廿
三
日
平
野
今
川
雨
人
白
六
十
一
頁
よ
り
百
七
丁
六



頁
に
至
る
ま
で
の
初
校
を
な
す
。

同
廿
四
日
平
野
山
本
牌
塚
今
川
白
七
十
七
貝
よ
り
｝
日
九

十
二
頁
に
至
る
ま
で
を
初
校
。

同
廿
六
日
野
口
平
野
中
川
今
川
白
九
十
三
頁
よ
り
―
―
“

八
頁
に
至
る
ま
で
初
校
っ
藤
塚
今
川
野
日
岡
田
追
悼
前
録
一

頁
よ
り
二
十
四
頁
に
至
る
ま
で
初
校
。

同
廿
七

H

野
日
中
川
追
悼
前
録
二
十
五
頁
よ
り
一
二
十
二

頁
に
至
る
ま
で
初
校
。

同
廿
八
日
藤
塚
書
記
追
悼
前
録
一
二
十
三
頁
よ
り
四
十
頁

に
至
る
ま
で
初
校
。

同
一
―
-
＋
日
野
口
平
野
今
川
追
悼
前
録
四
十
一
頁
よ
り
五

十
二
頁
に
至
る
ま
で
、
後
記
二

H
九
頁
よ
り
ニ
一
日
十
六
頁
に

至
る
ま
で
を
分
招
校
正
す
。

目
貴
一

H

平
野
野
口
今
川
後
記
二

Ei十
七
頁
よ
り
二
百

頁
に
至
る
ま
で
を
校
し
、
初
校
の
業
畢
る
0

再
校
は
全
部
租

塚
講
師
撚
営
せ
ら
れ
た
り
。

二
月
六
日
製
本
成
ろ
。

追
悼
本
録
編
次
の
順
序
は
一
に
原
稿
到
着
の
先
後
に
従
ひ
し

も
、
寄
稿
者
諸
君
の
印
刷
初
校
を
希
望
せ
ら
れ
し
も
の
は
、

自
然
其
の
序
次
後
る
さ
）
'
y
J

A
な
れ
り
。

本
追
悼
鎌
編
印
に
つ
ぎ
て
は
、
左
の
四
氏
及
堂
友
有
志
の
寄

附
に
依
り
て
、
間
刷
費
の
大
半
を
榊
す
る
こ
ゞ
」
を
得
た
れ
ば

妓
に
廣
＜
之
を
會
員
に
報
す
る

Lゞ

共
に
、
厚
く
諸
氏
の
芳
志

を
戚
謝
す
。寄

附

金

會
寛
・
日
委
拾
闘
懐
徳
堂
記
念
會
理
事
長

金

五

拾

M
懐
徳
堂
記
念
會
評
議
員

金

五

拾

闘

恢

徳

堂

記

念

會

理

事

金

五

拾

闘

同

金

壼

百

圃

懐

徳

堂

堂

友

會

員

小

沼

抵

平

野

口

幸

雄

阪
島
溜
ー
1

一郎

井

上

正

芙

中

川

幸

三

今

川

せ

い

堂

友

會

長

松

山

直

臓

-

1

1

九

岡

田

空

碩

平

野

得

三

太
田
慟
兵
衛

山

本

杷

信

河

野

消

光

永

田

仁

助

殿

愛

甲

爺

逹

殿

小
倉
正
恒
殿

上
野
精
一
殿


